
令和７年度第２回豊山町ＤＸ推進本部会議議事録 

 

１ 開催日時 

 令和７年１０月２１日（火）午後１時３０分から午後３時１５分まで 

 

２ 開催場所 

 豊山町役場２階 会議室１ 

 

３ 出席者 

 （１）推進本部長  副町長 安藤敏毅 

    推進副本部長 企画調整部長 早川憲二 

    推進本部員  総務部長 林真吾 

生活福祉部長 日比野敏弥 

生活福祉部担当部長 井上武 

産業建設部長 中川徹 

教育委員会事務局長 小塚和宣 

議会事務局長 小川徹也 

 （２）事務局 デジタル化推進室 室長 井戸茂治 

グループ長 金田直也 

 

４ 議題 

 （１）ＤＸをめぐる主な動きについて 

 （２）来年度デジタル関連新規予算要求方針について 

 

５ 会議資料 

 資料１ ＤＸをめぐる主な動き 

 資料２ 来年度デジタル関連新規予算要求方針について 

 

６ 会議内容 

事務局より、配付資料の確認が行われ、その後の進行は本部長へ引き継がれた。 

 

 議題１ DX をめぐる主な動き 

 

事務局より説明。 

（本部員からの質問・意見なし） 

 



 議題２ 来年度デジタル関連新規予算要求方針 

 

事務局より説明。 

 

 質疑・意見 

（本部員） 

来年度予算要求方針案として挙げた項目の根拠は何か。 

 

（事務局） 

第１回 DX 推進本部で取り組むとした事業のうち、予算要求まで検討が進んだ事業を抽出

した。 

 

（本部員） 

公金収納のデジタル化について、国が示す令和８年９月までに間に合わないが「影響が軽微」

とはどういう意味か。 

 

（事務局） 

介護保険料・後期高齢者医療保険料は毎年５～６月頃に当初賦課が実施されるため、令和９

年の当初賦課に間に合う。よって影響は軽微と判断した。 

 

（本部員） 

令和８年９月という時期設定は中途半端ではないか。 

 

（本部長） 

令和９年に銀行の納付書手数料の見直しが予定されているためと思われる。 

 

（本部員） 

eL-QR を付与するとあるが、コンビニ払い用バーコードは付与しないのか。導入予定はあ

るか。 

 

（事務局） 

バーコード付与のためのシステム改修が可能か調査する。 

 

（本部員） 

コンビニ払いの需要もあるため、eL-QR だけでなくバーコード付与も検討すべき。 

 



（本部員） 

QR 決済やコンビニ払いをした場合、納付情報は財務会計システムへ自動で取り込まれるの

か。 

 

（事務局） 

データ化はされるが、自動取り込みには対応していない。 

 

（本部員） 

RPA の活用も含め、業務の省力化を検討してほしい。 

 

（本部員） 

公金収納デジタル化に国の補助金はあるか。 

 

（事務局） 

補助金はないが、地方債の対象となる。 

 

（本部員） 

業務可視化ツールのライセンス数 30 はどのような想定か。 

 

（事務局） 

１グループ１アカウントでの利用を想定している。 

 

（本部員） 

アカウント数は、実際の利用場面を踏まえて再検討してほしい。 

 

（本部長） 

業務手順書のフォーマットが課ごとに統一されておらず、他自治体との比較も困難である

ことなどが課題。 

有効性と使用頻度の観点で議論が必要。 

 

（本部員） 

DX 推進計画には具体的な取組（例：図書室のスマホ利用者カード導入）が記載されている

が、業務可視化ツール導入は振り出しに戻る印象がある。 

 

（事務局） 

昨年度、BPR 研修を実施し意識醸成を図った。新たな DX 検討を行いやすくするため今回



提案した。 

 

 生成 AI について 

（本部長） 

何か意見はあるか。 

 

（本部員） 

RAG 機能とは何か。 

 

（事務局） 

例規・議事録などのデータベースを登録し、その情報を基に回答生成する機能。より正確性

の高い回答が得られる。 

 

（本部員） 

職員間でも共有してはいけない情報があるため、導入にあたりガイドラインの見直しが必

要。 

 

 ホームページリニューアルについて 

（本部員） 

最後のリニューアルはいつか。 

 

（事務局） 

平成 30 年である。 

 

（本部員） 

構成自体は悪くないが、その後の個別ページ追加により目的のページが探しにくくなって

いる。 

 

（本部員） 

スマートフォンからの閲覧が増えているため、スマホ用ページの見直しも必要。広報コンク

ール受賞団体のページはアイコンが多く、スマホ最適化が意識されているように見える。 

 

（本部長） 

ホームページの利便性向上は、オンライン申請の利用者数増加にも寄与するため、リニュー

アルは有意義。 

 



（本部員） 

現行ホームページにはイベント情報ページがあるが、一部イベントしか掲載されていない。

運用方法も含めて見直す必要がある。 

 

 予算要求方針の確認 

（本部長） 

最終的には財政査定によるが、この方針で進めてよいか確認。 

 

（本部員） 

異議なし。 

 

 閉会 

 

本部長より全議題終了の旨が述べられ、進行が事務局へ戻された。 

事務局より、これをもって第２回 DX 推進本部会議を終了する旨が伝えられた。 

 

 以上 

 


